
【令和６年度東京都教育委員会研究推進団体 東京都高等学校性教育研究会】 

Ⅰ 団体の概要 

Ⅱ 研究の目的 

Ⅲ 研究の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 取組と活動状況 

 

性に関する諸課題に対応した教育活動の研究 

～学習指導要領・性教育の手引きを踏まえて～ 

 昭和 50 年に高等学校生徒の性教育の在り方、進め方に関する実践的な

研究及び生徒の健全育成に関する研究を行うことを目的として設立され

た研究会である。保健体育科教員や養護教諭だけでなく、多くの教科の教

員も所属し、多面的に研究を行っている。 

生徒に生命の安全教育、多様な性の理解促進、健康に関する個人の適切な

意思決定・ 行動選択のあり方等を身に付けさせるための実践研究を進め、他

校の実践につながるよう広く情報提供を行う。 

前年度からの継続研究として、学習指導要領を踏まえた上で、性に関す

る教科および特別活動、行事等における・ 性に関する指導方法」 組織的

な取組」の充実を図る研究を行う。集団指導においては、教科 科目等の

指導や、教科横断的な実践について研究を深める。個別指導においては、

個々の特性に応じた適切な指導について研究を深める。 

 

１ 総会…活動方針の決定、予定の確認 5 月 18 日（稔ヶ丘高校） 

 

２ 研究協議会…情報収集と研究協議 

4 月 27 日（小川高校）  6 月 22 日（小山台高校） 

7 月 20 日（町田総合高校）9月 28日（稔ヶ丘高校） 

11 月 16 日（小川高校） 12 月 21 日（王子第一小学校）小高合同 

1 月 18 日（東高校）   3 月 22 日（小川高校） 

 

３ 夏季研究協議会…講演および実践発表と研究協議 

  8 月 23 日（国立オリンピック記念青少年総合センター） 

 

４ 第 52回全国性教育研究大会栃木大会…講演および実践発表 

8 月 3、4日（栃木県 宇都宮大学） 

 

５ 東京都性教育研究会（小 中 高 特）性教育実践報告会 

  10 月 19 日（文京シビックセンター） 

 

６ 公開授業… 雇用と労働問題と生理休暇」 7 月 8日（小川高校） 

 

７ 講演会…外部講師による講演 

  2 月 8日（国立オリンピック記念青少年総合センター） 

【主な活動】 

研究協議会の開催、公開授業の開催、講演会及び研修会の実施、アンケ

ート調査の実施、研究会会誌・ あふるる』の発行、ホームページの更新

（https://www.tokyokouseiken.com/） 

 

https://www.tokyokouseiken.com/


【令和６年度東京都教育委員会研究推進団体 東京都高等学校性教育研究会】 

Ⅴ 成果と課題 Ⅵ 今年度の研究協議の主な内容 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学習指導要領の趣旨を踏まえ、東京都教育委員会の平成 31 年３月

に改訂された 性教育の手引」に基づき、人権意識の向上や生徒の健

康に関する意志決定及び行動選択についての指導方法の実践研究や

公開授業を実施している。定期的に開催している研究協議会には、他

校種の教員も集まり、活発に協議を行っている。 

秋に行われた令和６年度東京都性教育研究会においては、小学校、

中学校、高校、特別支援学校の研究会がそれぞれの活動内容や課題等

を発表し、他校種との連携も積極的に図っている。 

 現在、本研究会では・ 多様な性」と ジェンダー平等」に関する実

践研究が活発に行われており、各学校の先生方が生徒と接する中で、

多様な性の理解促進やアンコンシャスバイアス（無意識の思い込み）

による悪影響を喫緊の課題として認識していることが分かる。帝京

平成大学健康メディカル学部心理学科教授の荘島幸子先生によれ

ば、性的マイノリティであるが故に、アイデンティティ形成に困難を

抱え、友人関係や学習、就職活動で何らかの問題に直面する生徒が少

なくないという（令和６年度夏季研究会講演）。教員の普段の気付き

や接し方、組織的、計画的な関わりが成長に欠かせない。 

今年度、栃木県で開催された全国性教育研究大会の基本テーマは、

 すべての子供たちに夢と希望が膨らむ性教育を」であった。  

児童 生徒の個性を尊重することで、可能性を引き出すための研究発

表が多く行われた。性教育の重要性は、社会全体に浸透しつつあると

思われる。各学校において、どのように発達段階を踏まえ、学校全体

で共通理解を図り、集団指導と個別指導の区別をした上で計画的に

実施するのか。指導計画の作成や組織的な対応の実践事例を積み上

げつつ、取り組みを広げていくことが重要である。 
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 ・ 多様な性を生きる子供たちが安心して過ごせる学校とは？～ダ

イバーシティからインクルージョンへ～」（帝京平成大学健康メ

ディカル学部 荘島幸子先生） 

 福祉社会と日本経済の課題 雇用と労働問題と生理休暇」 

 ロールプレイングを用いた性の在り方の多様性 

 部活動における男女の練習量について 

 出産と倫理（出生前診断に関わるディベートゲーム） 

 性に関するアンコンシャスバイアス（中学校教員アンケート） 

 生命の安全教育…性的同意はなぜ必要か（中学校） 

 性教育をどのように校内組織に位置付けていくか（特別支援学校） 

 ガイダンスとカウンセリング（特別支援学校） 

 その他、教員の悩んでいることなど 

 グループ協議、情報交換 

https://www.tokyokouseiken.com/
https://www.tokyokouseiken.com/

